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      本ドキュメントのライセンスについて
この作品は、クリエイティブ・コモンズのAttribution 3.0 Unportedライセンスの下でライ       
センスされています。

この使用許諾条件を見るには、http://creativecommons.org/licenses/by/3.0/をチェック     
するか、クリエイティブ･コモンズに郵便にてお問い合わせください。

住所は：171 Second Street, Suite 300, San Francisco, California 94105, USA です。

原作者のクレジット（氏名、作品タイトルとURL）を表示することを守れば、改変はもちろん、
営利目的での二次利用も許可される最も自由度の高いCCライセンス。

http://creativecommons.jp/
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　    変更履歴変更履歴

■第１版・・・2013/03/20

       本ドキュメントは、オープンソースの「LibreOffice 4.0.1.2」を使用して作成。
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　   OSOS、開発環境、対象バージョン、開発環境、対象バージョン
■■動作確認環境動作確認環境  

　　 Acer Aspire 1410 

　   　Windows 7 Home Premium(64bit版)

      　Intel Celeron processor SU2300(1.2GHz, 800MHz FSB)。8GBメモリに変更。HDD250GB。

■■開発環境開発環境

       Cygwin (事前にインストールしておいてください)

       ＜参考情報>

          Cygwinのインストール&設定方法

          http://musashi.sourceforge.jp/cygwin/cygwin.html

          Cygwin VIエディタのインストール 

          http://blogs.yahoo.co.jp/dadadadadaddy_blog/3566369.html
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　   各ソフトウェアのインストール先 および 作業フォルダについて各ソフトウェアのインストール先 および 作業フォルダについて

本ドキュメントの指定通りの場所ではなくても問題はありま
せん。別のドライブやフォルダにインストールした場合は、
ドライブ名やフォルダ名を読み替えてインストール後の設定
を行ってください。
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　   shUnit2shUnit2についてについて
・log4shの複数シェル対応を自動テストすることを目的として開発された。

・JUnitと同様の方法で動作するように設計されている。

・シェルスクリプト用の xUnit ユニット（単体）テストフレームワーク。

・テスト失敗した時に赤くならない。改造すれば赤くなる。以下のサイト参照。

      シェルスクリプトでユニットテストを書いてみよう

      http://a4p.me/archives/1157
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　   機能説明機能説明((一部一部) (1/2)) (1/2)
■Setup/Teardown

・oneTimeSetUp      ・・・任意のテストが実行される前に一度だけ呼び出されます。 

・oneTimeTearDown・・・全てのテストが実行された後に一度だけ呼び出されます。 

・setUp                   ・・・各テストが実行される前に呼び出されます。 

・tearDown             ・・・各テストが完了した後に呼び出されます。 

■Failures(実際の値比較はしないみたいので、注意してください！)

・fail              ・・・ただちにテストを失敗させます。

・failNotEquals・・・ただちにテストを失敗させ、引数1と引数2の値が等しくないことをレポートします。 

・failSame      ・・・ただちにテストを失敗させ、引数1と引数2の値が等しいことをレポートします。 

・failNotSame ・・・ただちにテストを失敗させ、引数1と引数2の値が等しくないことをレポートします。 

                              failNotEqualsと同じ？



  9

　   機能説明機能説明((一部一部) (2/2)) (2/2)
■Asserts

・assertEquals

・assertNotEquals

・assertSame     ・・・この関数は機能的に assertEquals と等しい関数のようです。

・assertNotSame・・・この関数は機能的に assertNotEquals と等しい関数のようです。

・assertNull

・assertNotNull

・assertTrue

・assertFalse
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　   インストール インストール (1/2)(1/2)
・Cygwinを起動

・「wget -P ~/download http://shunit2.googlecode.com/files/shunit2-2.1.6.tgz」を実行
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　   インストール インストール (2/2)(2/2)
・「tar -xzvf ~/download/shunit2-2.1.6.tgz」を実行して解凍する。
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　   プログラム作成プログラム作成&shUnit2&shUnit2実行 実行 (1/3)(1/3)
・viを起動

・以下の内容を記述して、「ESC」キー→「wq」を入力
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　   プログラム作成プログラム作成&shUnit2&shUnit2実行 実行 (2/3)(2/3)
・テストシェル作成
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　   プログラム作成プログラム作成&shUnit2&shUnit2実行 実行 (3/3)(3/3)
・テストシェル実行
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　   参考情報 参考情報 (1/2)(1/2)
shunit2

http://code.google.com/p/shunit2/

shUnit2 2.1.x ドキュメント

https://sites.google.com/site/paclearner/shunit2-documentation

シェルスクリプトでユニットテストを書いてみよう

http://a4p.me/archives/1157

シェルスクリプトの自動テストライブラリ shUnit2 を調べてみた

http://d.hatena.ne.jp/oknknic/20110823/1314113501

シェルスクリプトのユニットテストフレームワーク "shUnit2" を使ってみた

http://d.hatena.ne.jp/yohei-a/20100202/1265058239

shUnit2 を使ってシェルスクリプトのユニットテストをやってみた

http://d.hatena.ne.jp/yohei-a/20100202/1265094899

shunit2でシェルもテストファースト

http://d.hatena.ne.jp/tbpg/20120225/1330177900
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　   参考情報 参考情報 (2/2)(2/2)
bashとBourneShellの日付計算とかshUnit2のメモ

http://tenten0213.hatenablog.com/entry/2012/09/06/003319

shunit2でテスト

http://nomorework.fool.jp/wordpress/2012/12/07/shunit2でテスト/

シェルスクリプトのユニットテスト

http://d.hatena.ne.jp/wyukawa/20110221/1298296121

シェルスクリプトのテスト

http://d.hatena.ne.jp/wyukawa/20110712/1310467588
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